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「食」をテーマにした探究的な学習プロセスの「S T E A M化」と 

I C Tツール活用による「主体的な学び」の促進の考察 

〜中学1年生の英語授業「Our School Meals Project」の実践より〜 

The "STEAMisation" of the Inquiry-Based Learning Process on the Theme of "Food" and 
 Consideration of the Promotion of 'Proactive Learning' using ICT tools. 

        反田 任* 
同志社中学校・高等学校* 

本研究では, 中学1年生の英語授業で「食」をテーマにした「Our School Meals Project」に

STEAM化のアプローチで探究した取り組みを紹介し, 学習プロセス全体について考察する。

科学的分析, 数学的データ解析, 文化的背景の理解, 持続可能性とSDGsとの連携, 英語での表

現力強化を含む多角的な視点から「食」を探究することが, 生徒の学習意欲を喚起し, 主体的

な学びを通じて知識を深めることにつながったことを示す。またICTツールを活用した協働学

習と形成的評価が, 個々の学習進捗を促し, 生徒の学習プロセス全体が効果的であったことを

明らかにする。 
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1. はじめに 

2023年10月から11月にかけて, 校内の授業研究で

「探究的な学び」を複数の教員がかかわりデザイン

した事例を紹介することになった。筆者が担当する

中学1年生の英語授業は週1回（8クラス, 293名）で, 
ともに探究授業を進める教員は5名（担当教科：社会・

数学・理科・英語・養護教諭）である。単元の中で各

国のSchool Mealsについての話題が出てくる。まず

「食」をテーマに「STEAM化」の視点から生徒が理

想とする「School Meal」を考える。さらにレシピを

グループごとに英語で制作し, 最後にオンライン英

会話の講師の先生に一人一人がプレゼンテーション

を行い, 評価してもらうという流れで授業を行った。 

2. 授業デザインについて 

2.1. 授業を考える上での 5 つのポイント 
週１回の授業（担当は８クラス）でどのような授業

を展開するかを考える際に, 以下に述べる５つのポ

イントを視野に入れながら, 授業をデザインした。 
 
①担当教員５名が授業にどう関わるか？ 
授業内で担当教員からそれぞれの専門分野の視点

から話をしてもらう場合, ８クラスにわたる時間割

調整は困難であることから,  10分程度の「アドバイ

スビデオ」を制作し, 生徒が閲覧できるようにする。 
②「学びの時間」の確保と学びの環境づくり 
「探究的な学び」は 授業時間だけでは不十分であ

るため,  Teams やKeynote の共同制作の機能を活

用してグループ内の情報共有やプレゼンテーション

制作を進める。 
③学習に見通しを持つためのハンドブックの配布 
ハンドブックを制作, 生徒のタブレットに配布し, 

学習目標, 内容, 手順や教員が制作した動画を閲覧

するためのリンクなどが明確にわかるようにする。 
④グループで学び, 最終的に自分の学びとする 
グループで決めたテーマにもとづく調査をベース

に理想のSchool Mealsのメニューを考え, レシピを

制作する。さらにグループでそれらを統合し, 発表ス

ライドを制作し, まとめる。 
⑤発表の方法と評価（学習の振り返り） 
一対一の英語オンラインレッスン（25分）を活用

し, 英語でプレゼンテーションを行う。オンラインの

英語講師と, 内容について英語で問答する。発表後, 
振り返りシートで自己評価をおこなう。 

2.2. 授業計画 

授業計画（概要）は以下のとおりである。 
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授業計画（５時間） ※実際は４時間で実施 
授業１: イントロダクションとテーマ設定 

テーマ 食に関する基礎知識, SDGsの概要 
学習目標 食に関する多面的な理解, STEAM化

の視点の理解（知識・理解） 
学習活動 紹介ビデオ視聴 , 基本情報の共有 , 

グループ討議 
ICTツール Teams, オンライン資料（ハンドブッ

ク）, YouTube 
授業２: リサーチとデータ収集 

テーマ 食に関するリサーチ, データ収集 
学習目標 インターネットの情報や図書館資料

による情報収集・整理（理解・分析） 
学習活動 オンライン・図書館資料での情報収

集, 情報をもとにグループ討論 
ICTツール Teams, Web資料, 図書館デジタルリ

ソース, （図書館文献資料） 
授業３: レシピの構想と中間発表 

テーマ School Mealのレシピ考案, 中間発表 
学習目標 各グループの中間発表, 栄養やカロ

リーを考えながら, STEAMの視点で

レシピを構想（創造・協働） 
学習活動 各グループのテーマの発表準備とテ

ーマにもとづくレシピ案を考案 
ICTツール Teams, Keynote, Web資料 

授業４: レシピの制作と英語化・発音練習 

テーマ レシピを英語で制作, プレゼン作成 
学習目標 レシピ作成（応用・分析） 
学習活動 各グループのテーマにもとづいて, 

実際に調理してレシピを完成させる。

レシピを英語化する。 
ICTツール Keynote, Web資料, 翻訳ツール, AI

発音チェックアプリ(ELSA speak) 
授業５: プレゼンテーションの準備・発表・評価 

テーマ プレゼンテーションの準備・発表 
学習目標 プロジェクト発表, 英語の発表スキ

ルの向上（創造・表現・英語スキル） 
学習活動 テーマに至った経緯, レシピについ

てのプレゼンテーションを英語で発

表する 
ICTツール Keynote, オンライン英会話 
この授業計画では, 生徒が「食」に関してSTEAM

とSDGsの視点を取り入れながら多角的に考え, 実
際のSchool Mealsのレシピを考案し, 英語で発表す

ることをめざす。授業間の進捗はTeamsを通じてリ

アルタイムで追跡し, 形成的評価に繋げる。英語の単

元は命令文であるが, 他の教科の教員が作成したビ

デオを紹介することで, 生徒は食に関するテーマを

数学, 科学, 社会, 保健など, 異なる教科の視点から

も理解することができる。教科横断的な学習デザイ

ンで生徒の批判的思考を引き出すことに効果がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図１：グループによるディスカッションのまとめ例 

授業２で図書館資料をリサーチに加えることで, 
学習者はデジタルリソースだけでなく, 書籍や雑誌

などからも情報を多面的に得られる。これは, 情報の

多様性と深さを増すことに貢献し, より包括的なリ

サーチスキルを生徒に喚起することにつながる。 
最後の授業5では, 生徒は自分たちが考案したレ

シピについて英語でプレゼンテーションを行った。 
この授業は全員がオンラインビデオ会議に接続した

形で実施し, 講師が1対1で生徒の発表を評価する。

授業に向けて, A I発音チェックアプリ（ELSA Speak）
を活用して事前に発音練習を行う。これにより, 生徒

は英語の発表スキルと自己表現力を高めることがで

きる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１：オンラインでプレゼン発表する生徒 

  
これらの学習プロセスにおける学びの評価として

以下のような評価基準を考えた。 
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表１：学習プロセスにおけるルーブリック 

 

 

 
 
 
 
 
 

2.3. ICT ツール活用のポイント 
 授業の中で, ICTツールを活用した。主なツールと

活用のポイントは以下の通りである。 
・Teams：グループ内情報共有と意見交流 
・オンラインリサーチ：情報の幅広い収集と精選 
・辞書/翻訳ツール：英語表現の正確性向上 
・ELSA speak：A I発音チェックで発話力向上 
・Keynote：プレゼンテーション制作（共同制作） 
・YouTube：共同授業者のレクチャービデオ配信 

探究的な学びを深めるにはICTツールの活用が効

果的である。グループ内の情報交換にTeamsを活用

することで, 週１時間の授業と授業の隙間を埋める

ことができ, 生徒のシームレスな学びにつながる。 

3. プロジェクトの発表と評価 

3.1. 中間発表 

中間発表（写真２）ではリサーチした内容をもとに, 
各グループで取り組むテーマを発表, 最終発表では

グループのテーマについての主張や考えとあわせて

作成したレシピについて英語で発表した。中間発表

ではグループのチームワーク, 最終発表では生徒そ

れぞれの英語コミュニケーション力が試された。 
 
 
 
 

 
 

写真２：中間発表の様子 

3.2. 最終発表 

 最終発表は, グループでまとめたものを生徒一人

一人が自分自身の中に落とし込んで理解を深めた上

で発表する形をとった。 

「食」というテーマからどのように思考を深めたか, 
またその思考にもとづき, 中学生が「School Meals」
をどうデザインし, レシピを制作したかについて海

外の人に英語で発表した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真３：発表スライド例（左）と検討中の記録例（左） 

3.3. 評価について 

 学習プロセスにおける形成的評価のポイントは表

２のように考えた。グループ内での意見や情報の交

流が活発に行われているかどうかの指標として

Teamsのタイムラインでの生徒の投稿が活用できる

ことが評価においても有意義であった。 
さらに発表が終わった後に, 表３の「ふりかえりの

ポイント」を示し, 自己評価に活用した。 
表２：形成的評価のポイント 

 
 
 
 
 
 

表３：生徒のふりかえりのポイント 
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4. まとめ 

4.1. 学習プロセスにおける「STEAM 化」の視点 

各グループでSTEAM化の視点で「食」を捉え, 設
定したテーマは, 環境保全, 健康的な生活, 社会的

責任を中心に据え, 持続可能な開発目標(SDGs)に貢

献する食生活の推進をめざしたものが多かった。  
具体的には, 地産地消による地域の活性化, 二酸

化炭素や食品廃棄物排出削減による地球環境への配

慮, 食品ロスの問題, 栄養バランスの最適化, アレ

ルギーの問題など個人の健康をサポートする食事の

提案などもあった。ワードクラウドの分析では, 各グ

ループのテーマには, 「SDGs」「健康」「栄養」「食品

ロス」「環境」「栄養バランス」「地産地消」などの語

句が多く使われている傾向がある。 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
図２：テーマに含まれるキーワード（ワードクラウド） 

 
次に, アンケートによると最終発表にデータを取

り入れた生徒は49.6%であった。授業後のアンケート

では, 生徒は「データや図表の使用によって発表内容

がより分かりやすく, 効果的に伝えられること」「説

得力や信頼感が増すこと」「具体的な数値や事実を提

示することで, 根拠に基づいた説明が可能になる」と

考えている。また, データを用いることで, 発表者自

身も内容をしっかりと整理し, 自信を持って発表で

きるというメリットを感じている。 
データの活用が発表の質を高め, 相手に内容をよ

り深く理解してもらう上で重要な役割を果たすと認

識している。これもSTEAM化の視点であると言える。 

4.2. ICT ツール活用による「主体的学び」の促進 

この実践では, コミュニケーションツールとして

Teamsを活用した。アンケート結果から見ると, 多少

の戸惑いはあったものの約82%の生徒が活用できて

いたと言える。また発表に向けて協力や役割分担が

できたと感じている生徒が約92％であった。 

 
 
 
 
 
 

図３：Teamsの活用について 
 
 
 
 
 
 

図４：グループで協力や役割分担して取り組めたか 

Teamsの活用を通じて, 生徒は簡単に情報を共有

し, 意見交換することが可能になった。授業内だけで

なく, 帰宅後も議論が活発に行われるなど, 時間や

場所の制約を超えたコミュニケーションが実現した。 
また, 画像やファイルの共有機能を利用すること

で, 学習内容の深掘りや, グループワークの効率化

が促進されたと言える。自由な時間に自主的に学習

を進められる環境が提供されたことで, I C Tツール

の活用により, 生徒の「主体的な学び」を促進する効

果があったと言える。 
その一方で, 設定ミスで書き込みの通知の見落と

しや返信の遅れなど, コミュニケーションの障壁に

出くわすこともあった。今後はこれらの課題を改善

し, さらに効果的に活用できるであろう。 

4.3. プロジェクトを終えての生徒の自己評価 

ふりかえりアンケートの結果から, このプロジェ

クトを通じて, 生徒にはチームワークの重要性, プ
レゼンテーションスキル, 問題解決能力, 創造性, 
食や栄養に関する知識の深化など, 多岐にわたる学

びがあった。「食」をSTEAM化の視点で捉えたので, 
レシピの考案や栄養バランス, 食品ロス問題への意

識,環境問題, 地産地消の価値など, 具体的なテーマ

に取り組む中で, 食の大切さや食文化についての理

解を深めたことも大きな収穫である。また一部の生

徒は, 食事の準備や料理の大変さを体験することで, 
日々の食事への感謝の気持ちを新たにしたと感想を

述べている。このプロジェクトは, ただの学習活動を

超え, 生徒にとって自己成長の機会となり,社会で生

きていく上で必要なスキルや知識・態度を育む貴重

な経験となった。 


